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Factors related to the symptoms and self-care learning needs of working 





方法： 20 ～ 40 歳の勤労女性 362 名を対象に，Web によるアンケート調査を実施した。調査内容は年齢，症状，
対処行動の有無，セルフケア学習ニーズの有無，職業性ストレスであった。
結果：症状と年代，対処行動の有無，職業性ストレスとの関連では，精神的症状のうち「抑うつ・絶望的な気分」「不







Purpose: To clarify the relationship between age, coping behaviors, and occupational stress, and symptoms 
and self-care learning needs of working women in the premenstrual syndrome and premenstrual dysphoric 
disorder.
Methods: A questionnaire survey on the Web was conducted for 362 women aged 20 to 40 years. The contents 
of the survey was age, symptom, presence/absence of coping behavior, presence/absence of self-care learning 
needs, occupational stress.
Results: In relation to symptoms and age, presence of coping behaviors, and occupational stress, 25 to 34 years 
old was higher in "depressed mood/hopelessness" "anxiety/tension" "tears full/increased sensitivity to rejection" 
"fatigue/lack of energy" than women of other ages. Women with coping behaviors and high occupational 
stress groups had significantly higher scores for mental symptoms, physical symptoms, and social function 
deterioration. In relation to self-care learning needs and age, presence or absence of coping behavior, and 
occupational stress, there was a significant difference between self-care learning needs and coping behaviors in 
relation to self-care learning needs and age, existence of coping behavior, and occupational stress.
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前，3 ～ 10 日の黄体期のあいだ続く精神的あるいは身体的症状
で，月経発来とともに減退ないし消失するもの」 １）と定義され
ている。PMS の重症型で，精神的症状が主体で強い場合は，月
経前不快気分障害（premenstrual dysphoric disorder: PMDD）２）
という。わが国の出現頻度は，20 ～ 45 歳の女性 303 名において，




の PMS，PMDD には選択的セロトニン再取り込み阻害薬（SSRI: 






















































平成 26 年８月 12 ～ 14 日に調査を実施した。
３．調査方法












の PMDD 評価尺度を，許可を得たうえで使用した。PMDD 評
価尺度は Steiner ら 12）が開発した PMDD および PMS スクリー
































症状は PSST の判定基準を使用し，PMDD，PMS を鑑別し

















各変数の比較は，kruskal-wallis の検定， steel-dwass の検定， 

























た結果，有効回答数は 362 名，有効回答率は 54.9% となった。
平均年齢は，31.4 ± 5.0 歳であった（表１）。年代別にみると，
20 ～ 24 歳 が 28 人（7.7%），25 ～ 29 歳 が 110 人（30.4%），30
～ 34 歳が 115 人（31.8%），35 ～ 40 歳が 109 人（30.1%）であっ
た。既婚者は 59 人（16.3%），未婚者は 303 人（83.7%）であった。
年代別に対処行動の有無をみると，対処していないと回答
し た 者 は 20 ～ 24 歳，25 ～ 29 歳，30 ～ 34 歳 で， そ れ ぞ れ















































PMS : premenstrual syndrome 月経前症候群






職業性ストレスの平均得点は，20 ～ 24 歳，25 ～ 29 歳，30 ～ 
34 歳，35 ～ 40 歳で，それぞれ 58.7，58.3，58.5，59.2 であった
が（表１），年代による有意な差はなかった。
２．年代と症状およびセルフケア学習ニーズの関連
症状を年代別に比較すると，精神的症状では 35 ～ 40 歳より
25 ～ 29 歳および 30 ～ 34 歳において症状の得点が有意に高かっ
た（表２）。具体的な症状としては，「抑うつ・絶望的な気分」「涙
もろい・悲しくなる」「疲れやすい・気力低下」は 25 ～ 29 歳が
35 ～ 40 歳より有意に得点が高く，「抑うつ・絶望的な気分」「不
安・緊張」「涙もろい・悲しくなる」は 30 ～ 34 歳が 35 ～ 40 歳
より有意に得点が高かった（表３）。
セルフケア学習ニーズでは，対処方法を学習したいと思わな
いと回答した者は，20 ～ 24 歳，25 ～ 29 歳，30 ～ 34 歳，35 ～
40 歳で，それぞれ 71.4%，69.1%，72.2%，69.7% であり，学習












20 24   9.8    1.0 5.4    1.3 5.0    0.7 
25 29  12.0    0.8 5.9    0.6 5.8    0.4 
30 34    11.7    0.7    * 6.3    0.5 5.7    0.3 
35 40  9.4    0.9       * 5.8    0.7 5.3    0.4 
年代
精神的症状























































































































































10.0    0.6 11.9    0.7 
5.2    0.3 5.9    0.3   
ストレス低群（n=179）ストレス高群（n=183）
4.8    0.4 7.0    0.5   
対処行動
































25 ～ 34 歳は精神的症状の得点が高いので，その症状を緩和
する対処方法が必要となる。川瀬ら 14）は 20 歳代後半が他より
得点の高い症状として，頭痛，肩こり，乳房痛，イライラと報
告し，平田 15）は 20 歳代では下腹痛，腰痛，疲れやすい，イラ
イラ，30 歳代は下腹痛，イライラ，腰痛，疲れやすいと報告し
ている。本研究とは使用した症状の評価票が異なるものの，本
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